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生
涯
学
習
開
発
財
団
が
こ
の
春
か
ら

募
集
開
始
し
た
「
博
士
号
取
得
支
援
事

業
」
の
、
平
成
23
年
度
春
季
合
格
者
発

表
と
助
成
金
授
与
式
が
、
５
月
20
日
に

財
団
に
お
い
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
来
る
べ
き
高
齢
化
社
会

の
生
涯
学
習
を
促
進
し
、
よ
り
良
い
社

会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
50
歳
以
上
の
方
で
、
独
創

的
で
社
会
的
に
意
義
の
あ
る
研
究
を
行

い
、
博
士
論
文
を
執
筆
中
ま
た
は
提
出

が
予
定
さ
れ
て
い
る
全
て
の
方
に
門
戸

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
募
集
と
な
っ
た
23
年
度

春
季
は
、
短
い
告
知
期
間
だ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
彩
な
分
野
の
多
く
の

方
が
応
募
く
だ
さ
り
、
審
査
の
上
、
以

下
の
６
名
の
方
を
助
成
金
支
給
対
象
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
博
士
号
取
得
支
援
事
業
」

２
０
１
１
年
度
春
季

助
成
金
支
給
者
決
定

　

授
与
式
で
は
、
理
事
長
・
松
田
妙

子
が
「
私
は
65
歳
か
ら
研
究
を
始
め
、

１
９
９
９
年
、
71
歳
の
時
に
博
士
号
を

取
得
し
ま
し
た
。
学
歴
、
経
歴
、
年
齢

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
努
力
す
れ
ば
必

ず
報
わ
れ
る
こ
と
を
実
証
し
て
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
博
士
号
取
得
で
終
わ
り

で
は
な
く
、
実
際
に
社
会
に
貢
献
し
な

い
と
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
私

は
、
日
本
文
化
の
良
さ
を
見
直
す
契
機

に
と
、２
０
０
３
年
に
『
大
工
育
成
塾
』

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
こ
で
学
ぶ
若

者
は
伝
統
の
技
を
身
に
付
け
る
と
同
時

に
、
自
己
を
研
鑽
し
、
強
靭
な
精
神
力

●
平
成
23
年
度
春
季
「
博
士
号
取
得
支
援
事
業
」

　
助
成
金
授
与
者
（
50
音
順
）

伊
坂
善
明
（
56
歳
）

「
公
立
学
校
へ
の
空
調
機
の
一
斉
導
入
に
よ
る
効
果
に
関
す
る
考
察
」

鎌
田 

隆
（
69
歳
）

「
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
政
策
と

社
会
主
義
志
向
市
場
経
済
の
歴
史
・
現
状
・
今
後
」

臺ダ
イ 

由
子
（
50
歳
）

「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
お
け
る
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
誕
生

―
文
化
・
公
共
の
社
会
的
変
容
」

中
西
純
夫
（
77
歳
）

「
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
お
け
る
企
業
文
化
と

接
客
従
業
員
の
共
感
・
感
動
労
働
」

早
川
勝
夫
（
53
歳
）

「
成
人
学
習
に
お
け
る
メ
タ
認
知
向
上
を
目
指
し
た
学
習
モ
デ
ル
の

提
案
・
実
践
か
ら
モ
デ
ル
研
究
お
よ
び
一
般
化
の
研
究
」

堀
込
和
利
（
65
歳
）

「
日
本（
人
）の
戦
争
責
任
に
お
け
る

ア
ジ
ア
の
不
在
（
加
害
者
意
識
の
希
薄
さ
）」

を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
将
来
の

日
本
を
支
え
る
人
材
育
成
に
つ
な
が
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
、
博
士
号
取
得

に
止
ま
ら
ず
、
研
究
を
活
か
し
て
社
会

に
貢
献
で
き
る
道
を
作
っ
て
い
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま

し
た
。

第１回選考終了にあたって
選考委員長   張 競

（明治大学教授／博士（学術））

　

本
財
団
の
２
０
１
１
年
度
春
季
博
士
号
取
得
支
援
事

業
は
去
る
１
月
に
募
集
を
開
始
し
、
４
月
30
日
に
締
め
切

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原

発
事
故
が
起
こ
り
、
社
会
生
活
に
お
い
て
一
時
的
に
混
乱

が
起
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
部
で
９
名
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
、
財
団
の
会
議
室
に
お
い
て
第
一
次
選
考
委

員
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
選
考
委
員
の
先
生
方
に
よ
る
慎

重
な
銓
衡
が
行
わ
れ
、
９
名
の
応
募
者
の
内
、
６
名
の
候

補
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
５
月
20
日
、
６
名
の
候
補
者
に

対
し
、
松
田
理
事
長
と
選
考
委
員
長
に
よ
る
面
接
が
行
わ

れ
、
最
終
選
考
の
結
果
、
６
名
の
候
補
者
が
全
員
合
格
し

ま
し
た
。
同
日
、
財
団
の
理
事
長
室
で
授
与
式
が
挙
行
さ

れ
、
松
田
理
事
長
か
ら
合
格
者
の
一
人
ひ
と
り
に
合
格
通

知
と
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
格
者
の
う
ち
、
最
高
齢
は
77
歳
。
専
攻
分
野
は
多
種

多
彩
で
、
研
究
課
題
は
人
文
社
会
系
の
も
の
か
ら
工
学
系

の
も
の
に
い
た
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
面
接
の
中

で
、
候
補
者
た
ち
は
博
士
号
取
得
の
計
画
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
、
全
員
１
、２
年
中
に
学
位
を
取
得
す
る
よ
う
努

力
す
る
つ
も
り
だ
、
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
世
界
の
中
で
も
平
均
寿
命
が
高
い
国
で
す
。
高

齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
今
日
、
生
涯
学
習
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
、
第
二
の
職
業
人
生
を
目
指
す
人
も
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
社
会
的
な
要
請
に

応
え
る
応
援
体
制
は
必
ず
し
も
十
分
に
整
え
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
本
財
団
の
博
士
取
得
支
援
事
業
は
こ
の

方
面
に
お
い
て
先
駆
的
な
試
み
で
す
。
生
涯
学
習
の
機
会

を
広
め
、
よ
り
よ
い
社
会
を
作
る
た
め
に
、
選
考
委
員
一

同
は
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
着
実
に
こ
の
支
援

事
業
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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博士号取得支援 決定をうけて

●
研
究
目
的

　

全
国
の
小
中
学
校
の
冷
房
化
率
が
２
０
０
７
年
段

階
で
10
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
中
、
民
間
活
力
の
活

用
手
法
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
を
採

用
し
て
、
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
一
斉
導
入
の
効
果

と
課
題
を
研
究
。
省
エ
ネ
面
も
踏
ま
え
た
望
ま
し
い

エ
ア
コ
ン
導
入
の
あ
り
方
を
社
会
に
提
言
す
る
。

　

す
で
に
全
小
中
学
校
へ
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
て
い

る
京
都
府
長
岡
京
市
と
研
究
協
定
を
結
び
、
継
続
調

査
を
行
っ
て
き
た
。
効
率
・
合
理
的
な
導
入
手
法
の

模
索
は
、
日
本
の
省
エ
ネ
対
策
等
に
も
貢
献
可
能
だ
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

今
回
の
財
団
事
業
と
の
出
会
い
は
、
良
き
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
役
と
し
て
先
輩
諸
氏
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
こ
の
研
究

で
は
民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
パ
ワ
ー
と
を
う
ま
く

融
合
さ
せ
れ
ば
、
住
民
と
行
政
が
協
力
し
て
取
り
組

む
街
づ
く
り
に
も
一
役
買
う
こ
と
が
で
き
る
と
確
信

し
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
後
の
具
体
的
な
省
エ

ネ
政
策
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
に
も
な
り
得
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
一
般
化
、
普
遍
化
を
進
め
て
い
け
ば
、
社

会
の
進
歩
に
も
大
い
に
貢
献
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

●
研
究
目
的

　

豊
富
な
聞
き
取
り
調
査
に
よ
り
各
界
各
層
の
意
見

を
取
り
上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
（
刷
新
）
政

策
と
独
自
の
社
会
主
義
志
向
市
場
経
済
と
の
関
連
を

理
論
的
に
分
析
す
る
こ
と
。
著
書
を
２
０
０
６
年
に

出
版
し
た
。
ド
イ
モ
イ
政
策
25
周
年
を
総
括
し
、
現

在
、
新
著
の
出
版
を
準
備
中
だ
。
新
著
で
は
前
半
の

イ
ン
フ
レ
、
後
半
の
世
界
同
時
不
況
の
影
響
と
い
う

「
２
０
０
８
年
の
難
関
」
を
ど
う
脱
出
し
、
中
所
得
国

入
り
し
た
ベ
ト
ナ
ム
像
を
フ
ォ
ロ
ー
、「
中
進
国
の
罠
」

突
破
の
た
め
の
方
策
を
探
っ
て
い
る
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

70
歳
に
な
っ
て
も
学
位
が
取
れ
た
こ
と
が
大
き
な

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
80
歳
を
越
え
て
も
前
向
き
に

活
動
し
て
い
る
理
事
長
と
も
会
え
、
こ
れ
か
ら
さ
ら

な
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
く
た
め
の
パ
ワ
ー
が
湧

い
て
き
ま
し
た
。
新
著
の
内
容
は
明
治
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
の
福
田
邦
夫
教
授
の
指
導
・
審
査
・
判

定
を
受
け
、
博
士
論
文
と
し
て
認
め
て
も
ら
え
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
の
ベ
ト
ナ
ム
経
済
研

究
の
方
向
性
も
探
求
し
、
次
代
を
担
う
若
手
へ
の
橋

渡
し
役
に
も
な
り
た
い
で
す
。

●
研
究
目
的

　

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
誕
生
は
、
市
民
革
命
、
公
共
、

近
代
的
博
物
館
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
括
ら
れ
る

が
、
実
際
は
誕
生
以
前
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
等
と
の
関

連
性
が
深
い
こ
と
を
探
る
こ
と
。君
主
の
象
徴
で
あ
っ

た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
い
う
意
識
が
、
革
命
で
世
界
を

理
解
す
る
た
め
の
道
具
で
、
万
人
の
も
の
で
あ
る
と

の
見
方
に
変
わ
り
、公
共
と
い
う
概
念
の
一
角
と
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
追
求
し
、
西
洋
近
代
化
の

理
性
と
構
造
の
特
質
を
理
解
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
発

展
と
影
響
力
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

理
事
長
に
励
ま
さ
れ
、
こ
の
研
究
を
や
り
遂
げ
よ

う
と
の
強
い
意
志
が
固
ま
り
ま
し
た
。
博
物
館
学
者

と
し
て
、
こ
の
研
究
に
よ
る
成
果
を
き
ち
っ
と
伝
え

る
こ
と
が
使
命
と
思
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命

中
に
出
た
ル
ー
ブ
ル
宮
を
美
術
館
に
す
る
計
画
な
ど

の
史
実
の
追
求
や
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
行
政
と
の
観
点

か
ら
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
と
の
関
連
や
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
ー
の
研
究
な
ど
課
題
は
多
く
残
っ
て
お
り
、

明
治
期
の
日
本
の
近
代
化
へ
の
影
響
力
も
、
こ
れ
ら

の
流
れ
の
中
で
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
研
究
目
的

　

接
客
従
業
員
の
共
感
・
感
動
労
働
論
の
構
築
。
そ

の
た
め
に
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
キ
ャ
ス
ト
に

顧
客
満
足
を
中
心
に
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、

驚
異
的
リ
ピ
ー
ト
率
97
・
５
％
を
誇
る
成
功
の
基
を

考
察
し
た
。
約
９
割
を
占
め
る
非
正
社
員
が
自
分
の

仕
事
に
満
足
し
、
夢
中
に
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
、

顧
客
に
「
長
く
思
い
出
に
残
る
感
動
体
験
」
を
与
え

る
こ
と
な
ど
が
顧
客
感
動
・
従
業
員
感
動
に
つ
な
が

る
と
し
て
い
る
。
社
会
学
、
経
営
学
、
心
理
学
の
統

合
が
理
論
の
独
自
色
と
な
っ
て
い
る
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

論
文
を
評
価
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
に
う
れ
し
い
。

博
士
号
を
取
得
後
、
今
後
の
研
究
目
標
を
達
成
し
て

い
く
こ
と
が
本
当
の
勝
負
と
な
る
と
思
い
ま
す
。
東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
な
く
、
日
本
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
、
ス
タ
ー
バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス

と
比
較
し
、
理
論
の
精
緻
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

大
規
模
、
中
堅
中
小
サ
ー
ビ
ス
企
業
へ
の
導
入
の

た
め
の
具
体
化
案
を
作
成
し
、
実
際
に
導
入
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
顧
客
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
が
高
ま
り
、

ひ
と
つ
の
社
会
貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

●
研
究
目
的

　

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
「
自
己
調
整
学
習
者
」
と
は
、

た
と
え
ば
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
場
合
、
具
体
的
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
で
何
を
し
た
ら
目
標
を
達
成
で

き
る
か
等
、
自
分
で
調
整
し
な
が
ら
目
標
に
向
か
う

道
筋
を
批
判
し
た
り
確
認
し
な
が
ら
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
人
の
こ
と
。
現
在
の
高
等
教
育
や
企
業
内

教
育
で
は
、
こ
う
い
っ
た
学
習
者
育
成
は
十
分
で
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
転
換
し
、
こ
の
人
材

育
成
の
た
め
の
効
果
的
な
学
習
モ
デ
ル
を
構
築
、
社

会
へ
の
貢
献
を
図
る
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

現
在
の
体
制
を
変
革
し
て
い
く
に
は
、
大
き
な
梃

子
が
必
要
で
、
私
個
人
で
は
実
現
不
可
能
な
こ
と
が

多
い
で
す
。
財
団
と
の
出
会
い
は
、変
革
へ
の
パ
ワ
ー

を
結
集
し
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
と
活
動

の
幅
を
広
げ
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
政
治
、

行
政
の
助
力
も
必
要
で
、
そ
の
た
め
の
人
脈
づ
く
り

に
も
一
役
買
っ
て
く
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
現
場
や
企
業
内
教
育
へ
の
働
き
か
け
で

意
識
変
革
を
促
し
た
り
、
生
涯
学
習
者
へ
の
提
案
な

ど
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

●
研
究
目
的

　

戦
争
責
任
問
題
を
通
し
て
日
本
と
韓
国
、
中
国
な

ど
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
歴
史
を
正
し
く
認
識
し
、
ア

ジ
ア
に
対
す
る
日
本
の
立
場
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

勉
強
・
研
究
を
進
め
る
と
加
害
者
と
し
て
の
日
本
は

存
在
せ
ず
、
こ
れ
で
は
韓
国
や
中
国
か
ら
い
ま
だ
に

批
判
を
受
け
て
も
仕
方
が
な
い
と
実
感
し
た
。

　

明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
が
ア
ジ
ア
の
侵
略
に

つ
な
が
る
と
い
う
日
本
の
加
害
者
意
識
を
突
き
詰
め
、

平
和
や
環
境
問
題
を
中
心
に
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
あ

り
方
、
世
界
の
中
で
の
日
本
を
考
え
た
い
。

●
合
格
の
コ
メ
ン
ト

　

参
考
図
書
な
ど
を
揃
え
る
た
め
の
支
援
は
助
か
り

ま
す
。
さ
ら
に
多
角
的
に
研
究
を
掘
り
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
私
は
１
９
４
５
年
生
ま
れ
。
日
本
の

戦
後
と
共
に
生
き
て
き
た
こ
と
を
宿
命
と
捉
え
、
こ

の
テ
ー
マ
に
込
め
た
思
い
を
教
育
の
場
で
伝
え
て
い

き
た
い
。
市
民
の
意
識
改
革
や
若
者
へ
の
正
し
い
歴

史
の
伝
授
な
ど
、
教
育
の
重
要
性
に
は
日
々
痛
感
し

て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
の
中
で
、
ま
た
世
界
の
中
で
日

本
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
躍
の

場
も
模
索
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

伊坂善明
（56歳）

京都府立大学大学院
生命環境科学研究科

鎌田 隆
（69歳）

明治大学大学院
商学研究科

臺
ダ イ

 由子
（50歳）

学習院大学大学院
人文科学研究科

研
究
テ
ー
マ

研
究
テ
ー
マ

研
究
テ
ー
マ

公
立
学
校
へ
の
空
調
機
の
一
斉
導
入
に
よ
る

効
果
に
関
す
る
考
察

～
環
境
負
荷
軽
減
の
観
点
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ド
イ
モ
イ
政
策
と

社
会
主
義
志
向
市
場
経
済
の
歴
史
・
現
状
・
今
後

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
お
け
る

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
誕
生

―
文
化
・
公
共
の
社
会
的
変
容

中西純夫
（77歳）

千葉大学大学院
人文社会科学研究科

早川勝夫
（53歳）

熊本大学大学院
社会文化科学研究科

堀込和利
（65歳）

明治大学大学院
教養デザイン研究科

研
究
テ
ー
マ

研
究
テ
ー
マ

研
究
テ
ー
マ

サ
ー
ビ
ス
企
業
に
お
け
る
企
業
文
化
と

接
客
従
業
員
の
共
感
・
感
動
労
働

成
人
学
習
に
お
け
る
メ
タ
認
知
向
上
を

目
指
し
た
学
習
モ
デ
ル
の
提
案
・
実
践
か
ら

モ
デ
ル
研
究
お
よ
び
一
般
化
の
研
究

日
本（
人
）の
戦
争
責
任
に
お
け
る

ア
ジ
ア
の
不
在（
加
害
者
意
識
の
希
薄
さ
）


